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研究成果の概要（和文）：Oxford Bookworms (OBW)の読書を通じて，どのような英語力を高めることができるか明らか
にするため「OBWコーパス」を構築した。各ステージを「単語」「語彙チャンク」「文法」の観点から分析し、分析結
果を基に，授業で「OBWの英語表現」を明示的に取り上げ学習する機会を定期的に設けた。このような教育的な働きか
けの効果を吟味するため，学期始めと終わりにテストを実施した。結果は語彙力・文法力の面で大きな変化がなかった
。一方，読解力の平均点が伸びた。本研究を発展させるために，OBWの英語の分析データをいかに明示的な語彙・文法
学習に活かしていけるか，研究していく必要がある。

研究成果の概要（英文）：This study investigated how the English proficiency can be enhanced through the co
mbination of extensive reading of the Oxford Bookworms (OBW) and intentional learning of vocabulary and gr
ammar used in the OBW. The OBW corpus was constructed and analyzed to reveal the English features of the O
BW in terms of words, lexical chunks, and grammar. Based on the findings, an intentional learning of vocab
ulary and grammar was implemented regularly during the class while learners were reading the OBW extensive
ly outside of the class. In order to examine the effects on their linguistic proficiency, a test was given
 at the beginning and at the end of the semester. While there were no significant differences between the 
two in the development of vocabulary and grammar, the average reading score was improved. In order to deve
lop this study further, it is important to reconsider the contents and methods of the intentional learning
 making the best use of the OBW data discovered in the system.
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１．研究開始当初の背景 
 

外国語学習における多読は母語におけ

る多読の付随的語彙学習とは異なり，多

読だけでは語彙の習得率が低く不適切で

あることが指摘されている: (1)知らな

い言葉をとばすため語彙知識の増大には

ほとんど貢献していない(Stahl, 1999)，

(2)未知語の意味を推測することを奨励

するが「誤った推測」が行われる危険性

を伴う (e.g. Nassaji, 2003; Parry, 

1991)，(3)語彙の「定着・習熟・深さ」

に対する効果は疑問視されている(e.g. 

Folse, 2004; Laufer, 2003; Nation, 

2001; Rosszell, 2006)。 

したがって，上記の背景およびこれまで

の研究成果が示す教育的示唆として，次の

ような研究課題を引き出すことができる。

それは，「授業外」で行われる多読を通じた

付随的語彙・文法学習をより効果的に促進

するために，「教室」という場所で「どのよ

うに語彙・文法に対する気づきと感受性を

高める教育的工夫を施すことができるか」

という課題である。 
 
２. 研究の目的 
 

(1) 多読を通じた付随的語彙・文法学習

をより効果的に促進するために，Oxford 

Bookworms(OBW)シリーズを例にとり，

OBW コーパスを構築する。そして，ステ

ージ 1 から 6 の英語の特徴を「単語」「語

彙チャンク」「文法」の観点から分析できる

システムを開発する。 

(2) OBW コーパスの分析結果から，

OBW シリーズの多読がどのような語彙・

文法学習を可能にするかを考察する。 

  (3) (2)の考察をふまえ，授業で明示的に

語彙・文法を学ぶ機会を定期的につくる。

授業で行った英語という「外国語」に対す

る「意識の高揚(Language Awareness)」が，

学生たちの英語力にどのような効果を及ぼ

すかをテストを通じて検証する。 

 
3. 研究の方法 
 

(1) OBW シリーズの各ステージから，人
気の高い 10冊を選びコーパス化した(無断
でテキストを電子化することは著作権法に
触れるため，オックスフォード出版局の編
集部とシリーズの編集主幹， Jennifer 
Bassett氏から承諾を得た)。60冊のテキス
ト(総単語数 868,462 語)を「単語」「語彙
チャンク」「文法」の 3 つの観点から分析
し，分析結果をエクセルでダウンロードで
きるデータ・ベースを構築した。 

(2) テ キ ス ト の 分 析 と 考 察 は
Usage-Based Model(UBM) と Word 
Grammar(WG)の 2つの理論に基づいて行
った。 

UBM では，学習者がどのような種類(タ
イプ)の単語やチャンクと(タイプ頻度)，ど
のくらいの「頻度」で出会うか(トークン頻
度)が，語彙・文法の習得において重要な役
割を果たすと考える(Tomasello, 2003)。こ
の観点から，OBW シリーズの「各本」「各
ステージ(10 冊)」「全シリーズ(60 冊)」を
読んだ場合の，「単語」と「語彙チャンク」
の「タイプ頻度」と「トークン頻度」を分
析した。そして，WGの観点から，単語を
使用する際にどのような文法的リソースが
必要か，高頻度の単語 100語について考察
した。 
(3) 平成 25年度の多読の授業で，OBWシ
リーズを読書する際に高頻度で出会う「単
語」「語彙チャンク」「文法」を明示的に取
り上げ学習する機会を定期的につくった。
その教育的効果を検証するため，4 月と 1
月に英語力の測定を行うためのテスト
「G-TELP」と「語彙力・文法力」をみる
テストを行った。 
 
4. 研究成果 
 
(1) OBW 60 冊のテキストを量的・質的
に分析し考察できるシステムをインター
ネット上に構築した。 
(2) OBW コーパスを，代表的な学習

単語リスト(ALC 12000, Basic English 

850, GSL2000,  JACET 8000)で分析し，

各単語リストの「カバー率」を明らかに

した。GSL2000 を例にとると，「各本」「各

ステージ」において，85%以上が GSL2000

の単語リストで執筆されていることが分

かった。したがって，学習者は多読をす

ればするほど GSL2000 の単語と集中的に



繰り返し出会えることが明らかになった。

一方，「語彙チャンク」のレベルでは，各

シリーズを 10 冊ずつ読破し「全冊(60

冊)」読破しても，出会える「語彙チャン

ク」の「種類」と「頻度」は著しく低い

ことが明らかとなった。例として，look

の語彙チャンク「look + -ly 副詞」のデ

ータを以下に挙げる。「-ly 副詞」の種類

(タイプ頻度)は 56 である。その中で

angrily,  carefully, seriously のみ

が全ステージ で使われている。56 種類

の「-ly 副詞」のうち 6割は，出現頻度

が「1回」のみである。 出現頻度が 10

回以上に及ぶ「-ly 副詞」は，以下の「-ly

副詞」のみである: carefully(44 回)，

closely (26 回)，quickly (15 回)，

anxiously(11 回)，sadly(11 回)，

angrily(11 回)，coldly (10 回)。  
 したがって，英語の運用能力の鍵を握
る「語彙チャンク」に「習熟」するため
には，多読と「並行」して「語彙チャン
ク」を「明示的に学習する」ことにより，
効率的かつ効果的な「語彙チャンク」の
学習を実践することができるといえる。 
(3)授業で，look という単語について

の意識化を図るため，以下の look の性

質特徴を明示的に取り上げた : (a) look 

の中核的意味を see と watch と比較し

て理解する，(b)look を使用する際に必

要となる文法項目を学ぶ，(c)look の語

彙チャンク(look + -ly 副詞，look + 方

向詞)を学ぶ。 

このような明示的な語彙・文法学習の

効果を見るため，学期始め(4 月)と学期

末(1 月)に 2 種類のテストを実施した: 

「文脈から一番ふさわしい単語を、同義

語から選択する」「単語にバラバラに分解

されたチャンクを統語的に正しく並べ

る」。テスト結果は、1月の平均点と 4月

の平均点で大きな変化がなかった。その

原因として，(a)(b)(c)の観点からのlook

への意識化の方法を，興味深く有意味に

提示できなかったことが考えられる。今

後、構築した GR Database をいかに授業

で活用していけるかが大きな課題である。

一方，「英語の運用能力」の変化を見るた

めに行った G-TELP の結果は，特に「リ

ーディングセクション」の点数について

t検定を用いて比較したところ、有意確

率 5％水準で有意な差が見られた。平均

点を比較したところ、1月の平均点が高

いことから、本研究がデザインした多読

による学習効果があった可能性が示唆さ

れた。 
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